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存であり，長年干ばつと飢饉の問題に苦しんできた（Pankhurst 1985, 145; 
Lautze et al. 2003）。
　とくに，1984年から1985年にかけてエチオピアほぼ全土で発生した飢饉は


































障政策の歴史を概観したのち，第 4 節では，FFW や CFW を活動の柱にし






























論（Sharp 1998; Quisumbing 2003）がある。そして，公共事業については，コ
ミュニティのインフラ向上や，労働参加による経験が参加者の人的資本の蓄















（Dolowitz and Marsh 1996, 344）。ある国の政策を他国が取り入れるという意味
での政策伝播自体は昔からあるが，その概念を掘り下げて検討するようにな
ったのは，1990年代に入ってからである（Dolowitz and Marsh 1996; Dolowitz 




（Dobbin, Simmons and Garrett 2007, 450）。
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　ドビンらは，政策伝播に関する議論を整理して，大きく四つに分類してい























になったのである（Dobbin, Simmons and Garrett 2007, 457）。
　三つ目は，経済的競争の結果による政策伝播である。例としては，発展途
上国が海外投資を誘致するための優遇措置を競って導入することなどが挙げ



































所 1997, 105, 109; Lapeyre 2004, 5）。しかし，構造調整政策を導入した国々の
経済状況が結果的に悪化した場合も多く，貧困格差は拡大し，社会サービス
へのアクセスが悪化するなどの弊害も明らかになってきた（Cornia, Jolly and 
























たものである」（Eriksson 2001, 3）。EU 統合における手続き共通化の経験も，
援助協調への動きを後押ししたといわれている（GRIPS 開発フォーラム 2003, 
3）。2002年のモンテレイ・コンセンサスに代表されるように，援助協調は，










働いていることも多い（Barrett and Maxwell 2005, 19; Sabates-Wheeler and 
Devereux 2010, 275; IFPRI 2012）。また，飢饉についてのアカデミックな議論
の影響によっても，食料援助政策のアイディアは変容している。
　バーレットとマクスウェルは，第 2 次大戦後から現在までのアメリカの食






行われている点にある（Barrett and Maxwell 2005, 18）。地政学的な考慮による
ものとしては，冷戦下にソビエト連邦に対抗するために始まった，アメリカ










and Maxwell 2005, 106）。
　受け手側を考慮する食料援助の背後にあるアイディアは，権利に基づくア
















































































トを郡レベルで執行することができるようになっている（Garcia and Rajkumar 
2008, 7-8）。この地方分権化の方針は，海外援助機関と共同で行った行政の











命の原因のひとつとなったといわれている（Wiseberg 1976, 107-110; Marcus 















































った（Clay and Holcomb 1986, 1）。飢饉の状況が世界的に報道されることによ
って， 1年足らずでアメリカだけでも 2 億ドル，世界全体で計12億ドルの支
援が集まったという（Clay and Holcomb 1986, 2）。当時ソビエト陣営の一員と
みなされていたエチオピアに対して欧米諸国が積極的に食料援助を行ったの
は，ソビエト連邦には解決できない問題を西側が解決できることを誇示した








（Clay and Holcomb 1986, 42-45）。政権樹立10周年の式典までエチオピア政府が
干ばつ被害を外国から隠蔽していた（Clay and Holcomb 1986, 1）ことも被害を
拡大させた要因のひとつといえよう。一方，エチオピア政府側も，西側諸国
の援助物資が不十分で不適切な時期に提供されたという抗議の声明をだして




















（Webb and Kumar 1995, 203）。
　このような方向転換のおもな理由は，天災によって失われた土壌や河川の
整備などによって長期的な環境改善を図り，飢饉の再発を予防するためであ
る（Holt 1983; Yeraswork 2009）。しかし，それだけでなく，効率的な援助のた
めに無償の食料援助から開発支援への移行を援助機関に求めるドナーからの
圧力の下で，新たな政策アイディアとして FFW/CFW が注目されたともい
える（Bertu and Wickrema 2010, 145）。たとえば WFP では，2003年に FFW/
CFW を含んだ MERET（Managing Environmental Resources to Enable Transition）
プロジェクトを導入するにあたって，ドナー側から食料援助から開発支援へ




WFP 主導の1972年のものが挙げられる（Holt 1983; Humphrey 1998, 191）（表4－
1参照）。ただし，大規模な FFW が行われるようになったのは，1980年代に
なってからであり（Yeraswork 2009, 811），1982年には FFW に使われた食料は
エチオピアへの食料援助の約半分を占めていたという（Holt 1983, 181）。1980
年から1994年まで続いた WFP 主導の FFW プロジェクト（Project Ethiopia 
2488）は，この時期にアフリカで行われた FFW では最大のものであった




















1984～1985年 ・ 1980～1994　Project Ethiopia 2488 Expansion 1, 2, 3
（WFP/農業省）
飢饉（全地域） ・1984/85～1990 Cash for Food （UNICEF/RRC*1）
・1985～不明 Damot Weyda での FFW（Concern）
・1989 Peasant Agri. Dev. Programme（EC/農業省）
1991～
EPRDF 政権
1990～1992年 ・1991～不明　EBSN Pilot Projects（WFP/Concern）
飢饉（北部，西部，南西部） ・ 1992 Wobera での FFW/CFW（WFP/農業省/Oxfam 
UK）
・1992～Tekle Haimanot FFW（WHP/SIDA/IHAUDP*2）
・1992～ Koisha CFW（SOS Sahel）
1993～1994年 ・1992～1994 Arsi での FFW/CFW
飢饉（北東部） ・1993 Tigray での FFW/CFW（WFP/GTZ）
・ 1993～ Employment Generation Scheme （エチオピア
暫定政府）
・1994～2002 Project 2488 Expansion 4（WFP/農業省）
2002 干ばつ ・ 1995～2005　Microproject Programme （REST*3/31の
援助機関）
・2003～2006 MERET（WFP/農業省） 
・ 2005～現在 PSNP（エチオピア連邦政府 /世銀 /
WFP/EU/ 他 6 カ国）
・2007～2011 MERET-PLUS（WFP/農業省）
2011 干ばつ
（出所）　Humphrey（1998, 6），Bertu and Wickrema（2010, 152），Webb and von Braun （1994, 20-
21），Yeraswork（2009），IEG（2011, 29），USAID（2002）*4，WFP（n.d.）*5
（注）　*1　Relief Rehabilitation Commission（エチオピアの政府機関）
　　　*2　Integrated Holistic Approach to Urban Development Project（ローカル NGO）













抱えるドナー側にあったと指摘している（Sabates-Wheeler and Devereux 2010, 
275）。また，発展途上国の貧困層が適切に現金を使えないだろうという「エ
リート目線」から現金給付を疑問視する側面もあったとしている（Sabates-









も購入できるという利点がある（Sabates-Wheeler and Devereux 2010, 275）。こ
のような議論を背景に，現金給付が支持されるようになっていった（Barrett 
and Maxwell 2005, 200; Sabates-Wheeler and Devereux 2010, 275）。
　ただし，近年では，改めて現物給付の利点と現金給付の欠点が検討される
ようになっている（Devereux 2006; Gentilini 2007; Sabates-Wheeler and Devereux 
2010）。サバテス―ウィーラーらは，以下の二点を指摘している（Sabates-












and Devereux 2010, 275）。食料給付と現金給付のどちらを行うべきかを決定す
るプロセスでは，対象地域の食料事情や経済状況の精査が必要となる。その






































にも表れている。1974年に設立された救済復興委員会（Relief and Rehabilitation 
Commission: RRC）は外国からの食料援助の窓口としての役割を果たしてき






保障部門（Disaster Risk Management and Food Security Sector: DRMFSS）が2009
年に設立された。DRMFSS は，食料安全保障政策に関する計画立案など実
務を担当している⑿。DRMFSS の下部組織には，早期警戒対応局（Early 
Warning and Response Directorate） と 食 料 安 全 保 障 調 整 局（Food Security 
Coordination Directorate）があり，生産的セーフティ・ネット・プログラムは
後者で扱われる。災害への対応を第 1 の目的として設立された RRC や初期






























いる（Fithanegest et al. 2010）⒀（資金分担については表4－2参照）。この点が，こ






















第 1期（2005-2006） 第 2期（2007-2009） 第 3期（2010-2014）
US ＄（百万） （％） US ＄（百万） （％） US ＄（百万） （％）
繰越金 NA － 0 （0） 19.0 （1）
エチオピア政府＊2 0.1 （0） 5.6 （1） 53.8 （3）
国際開発協会（IDA） 113.7 （29） 207.9 （20） 462.5 （27）
イギリス国際開発部（DFID） 95.9 （24） 139.3 （13） 282.3 （16）
EC 37.5 （10） 160.8 （15） 78.7 （5）
アイルランド AID（DCI） 21.3 （5） 47.4 （5） 74.3 （4）
アメリカ　USAID ＊3 102.4 （26） 314.2 （30） 530.9 （31）
カナダ国際開発庁（CIDA）＊4 16.8 （4） 87.4 （8） 81.8 （5）
WFP 0 （0） 25.1 （2） 50.0 （3）
スウェーデン国際開発庁（SIDA） 4.3 （1） 29.4 （3） 23.0 （1）
オランダ 0 （0） 31.3 （3） 71.3 （4）
防災グローバルファシリティ（GFDRR）＊5 0 （0） 0.3 （0） 0 （0）
残高＊6 0 19.0 -499.7






　　　＊3　USAID の資金は，NGO と WFP を経由して提供された。














給付される（MoARD 2006, 11, 44）。




生産活動と重複しないように 1 月から 6 月の間に行われる（Hoddinott et al. 
2012, 766）。
　2005年の段階では現金優先原則（Cash-first principle）がとられていたが，
その後2009年には，プロジェクト対象地域の状況に応じた形で FFW と CFW
を組み合わせることが奨励されるようになった（MoARD 2006, 46; Fithanegest 
et al. 2010, 332）。その背景には，2007年以降急激に進行したインフレーショ
ンのために，現金の実質的な価値が急激に低下してしまったことが挙げられ






























2009/10年度 2010/11年度 2011/12年度 2012/13年度
受益者数（人）（％） 受益者数（人）（％） 受益者数（人）（％） 受益者数（人）（％）
現金のみ 1,743,992  （22） 1,307,062  （17） 1,156,038  （15） 3,512,106  （51）
食料のみ 1,702,225  （22） 3,653,767  （47） 1,352,169  （18） 1,862,800  （27）
現金・食料 4,374,786  （56） 2,787,476  （36） 5,133,861  （67） 1,514,974  （22）













































ト向上を重視している点でも，これまでの FFW/CFW とは異なる（Fithanegest 
et al. 2010, 153）。たとえば，フトゥハネグストらは，先述の WFP による
FFW/CFW を含んだ MERET プロジェクトと生産的セーフティ・ネット・
プログラムを比較して，後者はコミュニティ単位での土壌や水資源改良のよ





























































⑵　FFW/CFW をめぐる議論については，Sabates-Wheeler and Devereux（2010），
Barrett and Maxwell（2005, 200），Devereux（1999）などを参照のこと。
⑶　たとえば，本書序章第 4節で言及されているドロウウィッツとマーシュ
















国や第三国で生産された食料も含む（WFP ウェブページ：“Food Aid Informa-







（Provisional Military Administrative Council）による軍事政権である。1987年以








htm, 2014年 2 月 9 日アクセス）







⒁　2012年 9 月　DRMFSS 関係者からの聞き取りより。
⒂　2012年 9 月　DRMFSS 関係者からの聞き取りより。



















ズムの正体』徳間書店（Joseph E. Stiglitz, Globalization and its Discontents, 
New York: W.W. Norton & Company, 2002）
セン，アマルティア 2000．黒崎卓・山崎幸治訳『貧困と飢饉』岩波書店（Amartya 













心に」『IDCJ Forum』（23）3 月 15-23．
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